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顔
は
ひ
と
つ
し
か
な
い

　

お
よ
そ
画
業
を
志
す
者
は
、
そ
う
し
た
一
時
的
な
潮
流

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
人
の
真
似
す
る
こ
と

の
出
来
な
い
堅
固
な
基
礎
を
、
独
自
の
方
法
で
が
っ
ち
り

築
き
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
一
世
を

風ふ
う

靡び

す
る
流
行
が
や
っ
て
き
て
も
、
本
人
に
自
信
さ
え
あ

れ
ば
、平
気
で
そ
れ
と
戦
う
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
で
す
。

（
中
略
）

　

声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
の
で
す
が
、
師
匠
や
学
校
と

い
う
も
の
は
、
そ
の
道
の
基
礎
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
の

も
の
な
の
で
す
か
ら
、立
派
な
基
礎
が
で
き
さ
え
し
た
ら
、

た
と
え
破
門
さ
れ
よ
う
と
、
自
分
独
自
の
道
を
切
り
開
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

世
界
に
は
“
平
賀
亀
祐
”
と
い
う
顔
は
、
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
描
く
絵
も
、
私
の
描

い
た
も
の
は
私
独
自
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
、
真
の
個
性
と
い
う
も
の
で
す
。（
中
略
）

　

そ
う
簡
単
に
真
似
ら
れ
る
よ
う
な
絵
で
あ
っ
た
ら
、
私

の
絵
も
た
い
し
て
価
値
の
な
い
も
の
で
す
。
も
し
ダ
イ
ヤ

や
金
が
、
や
す
や
す
と
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た

な
ら
、
た
い
し
て
価
値
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

自
伝
「
一
本
の
釘
」
よ
り
抜
粋

自
分
の
絵
を
描
け

　

写
実
を
鍛
え
ぬ
い
て
自
分
の
も
の
に
し
き
っ
た
絵
を
描

く
よ
う
に
な
れ
、
と
私
は
言
い
た
い
。

　

た
だ
勉
強
し
つ
づ
け
さ
え
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
個
性

－

自
分
の
も
の

－
が
で
き
あ
が
る
は
ず
で
す
。
人
の
真
似

を
す
る
必
要
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
評
判
と
な
っ
た
人
の

も
の
を
見
て
「
新
し
い
」
と
考
え
、
そ
れ
に
と
び
つ
く
こ

と
が
、
既
に
間
違
っ
て
い
ま
す
。
真
の
「
新
し
さ
」
は
自

分
の
創
造
的
努
力
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で

あ
っ
て
、
他
人
の
も
の
の
な
か
に
自
分
の
「
新
し
さ
」
が

あ
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　

一
心
に
勉
強
す
る
以
外
に
、
そ
う
し
た
「
新
し
さ
」
を

も
つ
、
真
に
立
派
な
絵
が
描
け
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。

自
伝
「
一
本
の
釘
」
よ
り
抜
粋

平賀亀祐関連図書　閲覧場所（平成23年８月31日現在）

自伝「一本の釘」／「画集　平賀亀祐」
市立図書館（阿児ライブラリー）　志摩図書室（志摩文化会館内）
磯部図書室（磯部郷土資料館内）　浜島図書室（浜島生涯学習センター内）
※浜島図書室は「画集　平賀亀祐」の観覧のみ可能。
※志摩図書室、磯部図書室では、どちらの図書館も貸出可能。

郷
土
の
天
才
画
家

平
賀
亀
祐
を
た
ず
ね
て

　
平
賀
亀
祐
画
伯
は
、
明
治
22
年
、
片
田
村
（
現
在
の
志
摩
町
片

田
）
に
生
ま
れ
、
16
歳
の
時
に
絵
を
志
し
て
渡
米
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
苦
学
の
末
渡
仏
し
、
65
歳
の
時
に
世
界
最
古
の
伝
統
を
持

つ
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
展
「
ル
・
サ
ロ
ン
」
で
最
高
の
金
賞
と
コ
ロ
ー

賞
を
受
賞
し
、
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
芸
術
文
化
勲
章
も
授

与
さ
れ
、
画
家
と
し
て
名
実
共
に
世
界
的
名
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
郷
土
の
天
才
画
家
・
平
賀
亀
祐
画
伯
に

つ
い
て
、
画
伯
の
「
画
業
で
成
功
を
す
る
」
と
い
う
固
い
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
、

一
本
の
釘
に
例
え
て
つ
づ
っ
た
自
叙
伝
「
一
本
の
釘
」
や
画
集
を

も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

平賀亀祐画伯　近影
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絵
画
に
つ
い
て
の
評
価

　

彼
の
写
実
主
義
は
単
な
る
写
実
主
義
で
は
な
い
。
そ
の

写
実
の
底
に
は
、
何
と
な
く
人
懐
か
し
い
光
が
漂
っ
て
い

る
。
し
か
も
彼
の
情
感
は
非
常
に
繊
細
で
、
云
わ
ば
彼
の

風
景
画
は
常
に
同
じ
で
、
常
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
事

は
東
西
を
問
わ
ず
、
平
賀
芸
術
に
対
す
る
大
き
な
魅
力
で

あ
る
。

　

彼
の
絵
画
の
奥
に
燦

き
ら
め
くく
光こ

う

彩さ
い

、
そ
れ
は
彼
の
愛
情
の
表

現
で
も
あ
る
。
裏
町
角
の
八
百
屋
の
店
先
に
並
べ
て
あ
る

果
実
や
野
菜
の
鮮
や
か
な
光
彩
、
こ
れ
も
こ
の
効
果
の
現

わ
れ
だ
。
彼
の
作
品
に
豊
か
な
情

じ
ょ
う

趣し
ゅ

を
添
え
る
も
の
は
、

こ
の
愛
情
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
の
作
品
は
愉た

の

し
い
。
彼

は
別
に
誇
張
し
た
表
現
法
も
、
歪わ

い

曲き
ょ
くし
た
技
法
も
用
い
な

い
。
彼
は
そ
の
時
に
対
象
か
ら
受
け
た
印
象
を
、
正
確
に

写
実
し
、
そ
の
場
所
の
雰
囲
気
と
性
格
を
率
直
に
表
現
す

る
。
そ
の
間
、
何
ん
の
手て

練れ
ん

手て

管く
だ

も
な
い
。

「
画
集　

平
賀
亀
祐
」
よ
り
抜
粋
（
一
部
語
句
変
更
）

多
作
家
・
速
筆
に
つ
い
て
の
評
価

　

彼
は
ま
た
、
速
筆
の
名
人
と
し
て
有
名
だ
。
そ
の
時
、

そ
の
場
所
か
ら
受
け
た
強
い
印
象
、
感
激
の
薄
ら
ぐ
の
を

お
そ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
筆
を
駆
使
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
彼
は
欧
州
に
は
な
い
両
端
に
穂
先
の
あ

る
絵
筆
を
自
分
で
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
画
の
筆
よ

り
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

彼
は
五
十
号
位
の
作
品
を
一
日
で
完
成
す
る
こ
と
も
あ

る
。
速
筆
・
遅
筆
は
芸
術
に
関
係
は
な
い
。
そ
れ
は
多
作
、

寡
作
と
い
う
こ
と
が
芸
術
そ
の
も
の
に
何
の
関
係
も
な
い

と
同
様
だ
。
出
来
上
っ
た
作
品
が
立
派
に
芸
術
価
値
の
あ

る
も
の
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
い
い
わ
け
だ
。
ピ
カ
ソ
で
も

ブ
ラ
ッ
ク
で
も
多
作
家
で
あ
る
。

「
画
集　

平
賀
亀
祐
」
よ
り
抜
粋

明治22年 1889年 三重県英虞郡片田村に生まれる。
（9月25日）

明治39年 1906年 移民としてアメリカに渡る。（16歳）
サンフランシスコ美術大学に入学。

大 正 4年 1915年 美術大学を卒業。（25歳）

大正14年 1925年 フランスに渡る。（36歳）

大正15年 1926年 国際展“ル・サロン”に「扇を持つ婦人」
で初入選。

昭 和 9年 1934年 ル・サロンで銅賞を受賞。（45歳）

昭和13年 1938年 ル・サロンに「塩鮭」で日本人初の銀賞
を受賞。（49歳）

昭和29年 1954年 ル・サロンに「古い巴里の街角」で金賞
と、風景部門一位のコロー賞を受賞。フ
ランス政府よりレジオン・ドヌール勲章

（芸術文化勲章）を贈られる。（65歳）
※金賞・コロー賞は日本人初

昭和30年 1955年 約50年ぶりに凱旋帰国。（66歳）

昭和36年 1961年 日仏の文化交流と松方コレクションの返
還に尽力した功績が認められ、勲三等端
宝章を受章。紺綬褒章を受章。

昭和40年 1965年 第一回三重県県民功労者として表彰。

昭和45年 1970年 伝記「一本の釘」出版。

昭和46年 1971年 パリの自宅で永眠。（11月5日 82歳）勲
三等旭日中綬章が追贈される。

※神宮徴古館資料から抜粋

平
ひ ら が

賀亀
か め す け

祐（1889 年～ 1971 年）

1906年 渡米時（16歳）

1933年頃（44歳）

1910年頃（20歳前後）

1955年 家族と（66歳）
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美術ギャラリー　貸館案内 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

貸館期間  9月1日(木)～10月31日(月)
上記の期間、2階ギャラリーを有料で貸館しています。貸館で展
示できるのは、絵画・写真・書・軸装などです。3階会議室、3階
アトリエも美術団体などに有料で貸室可能（通年）です。くわしく
は美術ギャラリー  72・4336までお問い合わせください。
美術ギャラリー使用料

備　考
①市外の者が利用する場合は、この表に定める使用料の1.5倍に

相当する額とする。
②使用時間には、準備および後片付けに要する時間を含むものと

する。
③1時間に満たない時間は、1時間とする。
④使用料には、付帯設備使用料を含むものとする。
⑤展示室使用料には、空調設備使用料および収蔵庫使用料を含む

ものとする。
美術ギャラリー空調設備使用料

　　　　　　　　　　　 備　考
　　　　　　　　　　　 1時間に満たない時間は、1時間とする。

施設名 使用区分
使用料

午前9時～午後5時
時間単価 全　日

展示室　
観覧料などを徴収しない場合 1,000円 7,000円
観覧料などを徴収する場合 1,500円 10,500円

会議室　 - 300円 2,100円
アトリエ - 300円 2,100円

絵かきの町・大王美術ギャラリー

　

大
王
支
所
の
２
階
・
３
階
を
活
用
し
、「
志

摩
市
絵
か
き
の
町
・
大
王　

美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

　

３
階
部
分
は
、
市
出
身
の
洋
画
家
平
賀
亀

祐
画
伯
の
記
念
館
と
し
て
常
設
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

平
賀
亀
祐
画
伯
は
、
世
界
最
古
の
伝
統
を

持
つ
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
展「
ル
・
サ
ロ
ン
」で
、

日
本
人
初
の
金
賞
を
受
賞
し
、
世
界
的
に
高

い
評
価
を
受
け
た
洋
画
家
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
賀
画
伯
の
功
績
を
称
え
、

彼
の
絵
画
や
生
前
使
用
し
て
い
た
愛
用
品
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

２
階
で
は
、
市
所
蔵
絵
画
を
展
示
す
る
ほ

か
、展
示
室
は
有
料
で
の
貸
館
も
可
能
で
す
。

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
人
気
の
あ
る

「
大
王
大
賞
展
」
の
優
秀
作
品
を
は
じ
め
と

す
る
、
市
が
所
蔵
す
る
絵
画
を
活
用
し
、
年

数
回
の
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

絵
か
き
の
町
・
大
王

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
施
設
案
内

開
館
時
間

　

９
時
～
17
時
（
最
終
入
館
は
16
時
30
分
）

休
館
日

　

火
曜
日･

水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、

　

年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

観
覧
料

　

一
般
２
０
０
円

　

高
校
生
、
大
学
生
１
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

駐
車
場

　

20
台
（
無
料
）　

大
型
バ
ス
可

現
在
の
展
示
内
容

２
階【
貸
館
期
間
中
】ギ
ャ
ラ
リ
ー（
展
示
室
）

※
貸
館
期
間
中
に
利
用
者
が
な
い
場
合
は
、

市
所
蔵
絵
画
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

※
２
階
展
示
室
は
、
貸
館
（
有
料
）
で
き
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
階
【
常
設
展
】
平
賀
亀
祐
記
念
館

問
い
合
わ
せ

絵
か
き
の
町
・
大
王　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〒
５
１
７
・
０
６
０
３

大
王
町
波
切
３
２
３
４
番
地
２

大
王
支
所

72
・
４
３
３
６

FAX

72
・
４
３
１
７

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

貸館予約がない場合の展示作品（市所蔵絵画より）
作　　者 題　　名 備　　考

芦田　芳生 モレーの橋 寄贈者
志摩観光ホテル

井上　明子 女の光景
（女と女）

今井　貞吉 教会のある風景 寄贈者　清水泰氏
1964 年作品

片山　　宏 春閑志摩
（英虞湾登茂山）

國枝　芳夫 靄

大屋　正紀 横山の展望

大屋　正紀 山

鶴房　健蔵 丘に建つ家 1960 年作品

鶴房　健蔵 題名不明 昭和 37 年度
みえ県展 ｢特選｣

鍋島　義雄 安乗夢崎風景 1922 年作品

鍋島　義雄 国分寺風景 1950 年作品

鍋島　義雄 風景２

南　　幸男 尾道暮色

南　　幸男 灯台のある岬

山際倭文子 灯台のある町 第 26 回日展入選作品

山本　道乗 大王崎の朝

絵かきの町・大王
美術ギャラリー外観

施設名 時間単価
会議室　 200円
アトリエ 200円
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ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
～
伊
勢
志
摩
～

開
催
期
間
中
の
お
願
い

今
年
も
11
月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）

の
３
日
間
、
ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
～
伊
勢
志

摩
～
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
日
本
で
唯
一
開

催
さ
れ
る
全
米
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
の
公

式
戦
で
、
昨
年
は
３
日
間
で
約
１
万
５
千
人

が
志
摩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。大
会
期
間
中
は
、

国
道
な
ど
市
内
主
要
道
路
の
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
観
戦

の
際
に
は
、
左
記
の
と
お
り
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス

《
車
を
利
用
の
場
合
》

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
第
３
駐
車
場(

ギ
ャ
ラ

リ
ー
駐
車
場
・
無
料)

へ
駐
車
し
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
に
て
送
迎
。

《
公
共
交
通
機
関
を
利
用
の
場
合
》

近
鉄
賢
島
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
て

送
迎
。

問
い
合
わ
せ

近
鉄
賢
島
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ43

・
１
０
８
２

FAX

43
・
１
３
０
７

高
齢
者
無
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す

今
大
会
か
ら
70
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

高
齢
者
無
料
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
下
の
無
料
制
度

は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
ま
す
。

入
場
料
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

前
売
３
日
間
セ
ッ
ト
券

　

１
０
，
０
０
０
円

前
売
１
日
券
【
11
月
４
日
（
金
）】

　

３
，
０
０
０
円

前
売
１
日
券【
11
月
５
日（
土
）、６
日（
日
）】

　

各
日
４
，
０
０
０
円

当
日
１
日
券
【
11
月
４
日
（
金
）】

　

４
，
０
０
０
円

当
日
１
日
券【
11
月
５
日（
土
）、６
日（
日
）】

　

各
日
５
，
０
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
税
込
金
額
で
す
。

販
売
所 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ

ケ
ッ
ト
、
近
鉄
賢
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

近
鉄
浜
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
近
畿
日
本

ツ
ー
リ
ス
ト
主
要
店
舗
、
近
鉄
主
要
駅
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

キ
ョ
ー
ド
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
０
６
）
７
７
３
２
・
８
８
８
８

市
の
特
産
品
で
あ
る
「
的
矢
か
き
」
を
メ

イ
ン
食
材
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
で
ス
ペ
イ

ン
の
郷
土
料
理
“
パ
エ
リ
ャ
”
を
作
る
パ
エ

リ
ャ
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
12
月
３
日
（
土
）

※
雨
天
の
場
合
は
４
日
（
日
）
へ
順
延

受　

付　

９
時
30
分
～
10
時
10
分

開
会
式　

10
時
15
分
～
10
時
55
分

開　

始　

11
時
00
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ

志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
パ
ル
ケ
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ

「
マ
ヨ
ー
ル
広
場
」

定　

員
50
組
（
１
組
４
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
）

参
加
費

１
組
８
，
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会　

46
・
１
１
１
２

FAX

43
・
８
３
２
１

E-mail

info@
kanko-shim

a.com

ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
協
賛
イ
ベ
ン
ト

献
血
の
ご
案
内

と

き　

11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

①
９
時
～
12
時

　
　
　
　

②
13
時
～
16
時

献
血
会
場　

近
鉄
賢
島
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ザ

受
付
場
所　

市
商
工
会
館
駐
車
場

◦
商
工
会
館
に
て
受
付
終
了
後
、
献
血
会
場

へ
送
迎
し
ま
す
。

対　

象
年
齢
18
歳
～
69
歳
で
体
重
50
㎏
以
上
の
人

（
年
齢
65
歳
以
上
の
場
合
は
、
60
～
64
歳

の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
）

◦
献
血
さ
れ
た
人
に
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｒ
Ｃ
（
レ
ッ
ド
ク
ロ
ス
）
を
支
援
す
る
会

43
・
７
０
０
７

ミ
ズ
ノ
ク
ラ
シ
ッ
ク
～
伊
勢
志
摩
～
開
催
�

第
14
回

パ
エ
リ
ャ
コ
ン
ク
ー
ル

in 

志
摩
開
催
！

観光情報　　　志摩ってこ～ね第6号

前回優勝者　申　ジエ
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今
月
の
「
と
あ
る
家
庭
の
防
災
講
座
」
で

は
、
東
日
本
大
震
災
で
も
発
令
さ
れ
、
今
後

も
災
害
な
ど
で
住
民
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る

と
判
断
し
た
場
合
に
発
令
さ
れ
る
「
避
難
勧

告
」
と
「
避
難
指
示
」
の
違
い
に
つ
い
て
特

集
し
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
り
、
起
き
る
お
そ
れ
が
あ

る
時
に
、
危
険
を
感
じ
る
場
所
（
津
波
の
時

に
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
場
所
や
台
風
・
大
雨

の
時
に
土
砂
崩
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
所
な

ど
）
か
ら
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

避
難
を
す
る
際
は
、
崩
壊
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
石
垣
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
あ
る
道
を
さ

け
、安
全
な
道
を
通
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
身
近
な
避
難
所
を
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

http
://w

w
w

.city.shim
a.m

ie.jp
/

kurashi/bousaishobou/bousai/
hazardm

ap/

の
時
に
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
市

民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
る
際
、「
避
難
勧

告
」
に
く
ら
べ
、
よ
り
強
い
言
葉
で
避
難
を

呼
び
か
け
る
時
に
「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ

れ
ま
す
。

　
「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
の
ど
ち
ら
に

せ
よ
、「
勧
告
」「
指
示
」
が
発
令
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
落
ち
着
い
て
、
近
く
の
避
難
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
も
普
段
か
ら
非
常
持
ち
出
し

袋
を
準
備
し
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
食
事
は
質
素
な
物
し
か

出
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
ぐ
に
間
に
合
う
か
ど

う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
食
料
の
持
ち
込
み

が
可
能
な
人
は
持
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

防災シリーズ「とある家庭の防災講座」

防
災
シ
リ
ー
ズ 

そ
の
⑥
問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　

FAX

44
・
５
２
５
２　

地
域
防
災
室　
E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

 

そ
も
そ
も
避
難
っ
て
？

　

市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、

　

避
難
勧
告

　

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
者
が
避
難
行

動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で
あ

り
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
明
ら

か
に
高
ま
っ
た
状
況
。

　

避
難
指
示

　

前
兆
現
象
の
発
生
や
、
現
在
の
切
迫
し
た

状
況
、
地
域
の
特
性
な
ど
か
ら
人
的
被
害
の

発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
状
況
、
も

し
く
は
人
的
被
害
が
発
生
し
た
状
況
。

 

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
っ
て
？

種　別 拘束力 市民に求める行動

避難勧告 弱 ○避難所、避難場所への避難行動を開始してください。

避難指示 強

○避難勧告が出た後で避難中の人は、すぐに避難所、避難
　場所へ移動を完了してください。
○避難所、避難場所へ移動するいとまがない人は、生命を
　守る最低限の行動をとってください。

「
避
難
勧
告
」
と

「
避
難
指
示
」

▲広報用イラスト応募作品「防災」
　浜

は ま

村
む ら

友
ゆ う

渚
な

さん（阿児町 小４）
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７
月
28
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
の
２
週
間
、

第
１
班
に
引
き
続
い
て
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

鹿し
し

折お
り

中
学
校
で
避
難
所
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

７
月
28
日
の
鹿
折
中
学
校
の
避
難
者
数
は
、

１
２
７
人
、
支
援
最
終
日
の
避
難
者
数
は
１

０
６
人
で
、
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
は
い
る

も
の
の
、
地
震
か
ら
５
か
月
た
っ
た
時
点
で

も
１
０
０
人
を
超
え
る
人
が
避
難
所
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
派
遣
さ
れ
た
避
難
所
が
あ
る
鹿
折
地

区
は
、
地
震
直
後
、
石
油
タ
ン
ク
が
津
波
で

流
さ
れ
、
タ
ン
ク
か
ら
漏
れ
た
重
油
に
火
が

つ
き
、ま
ち
が
火
の
海
と
化
し
た
地
域
で
す
。

火
は
３
日
間
燃
え
続
け
ま
ち
を
焼
き
尽
く
し

ま
し
た
。

避
難
所
の
人
た
ち
か
ら
当
時
の
こ
と
を
聞

い
た
中
で
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
地
震
直
後
多
く
の
人
が
車
で
避
難
し
よ
う

と
し
た
た
め
、
道
路
が
大
渋
滞
と
な
り
、
津

波
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
近
く
の

高
台
に
逃
げ
た
人
は
助
か
っ
た
が
、
鹿
折
か

ら
遠
い
駅
の
避
難
場
所
を
目
指
し
て
逃
げ
た

人
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。」

「
津
波
は
、何
か
に
当
た
る
た
び
に
高
く
な
っ

て
い
っ
た
。
堤
防
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。」

「
津
波
を
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
な
い
。
30
セ

ン
チ
程
度
の
津
波
に
足
を
と
ら
れ
て
亡
く

な
っ
た
人
が
い
る
。」

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
回
と

な
く
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、
被
災
者
か
ら
実

体
験
の
声
と
し
て
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
以
上
に
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
震
災
当
時
、
こ
の
中
学
校
へ
８
０

０
人
以
上
の
人
が
避
難
し
、
す
し
詰
め
状
態

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
寒
さ
を
し
の
ぐ
た

め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
お
湯
を
入
れ
て
暖
を

と
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
地
区
で
は
、

老
人
保
健
施
設
も
津
波
で
流
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
逃
げ
て
き
た
高
齢
者
が
、
避
難
所
生
活
に

耐
え
ら
れ
ず
、
次
々
に
亡
く
な
っ
て
い
っ
た

と
い
う
悲
惨
な
お
話
も
聞
き
ま
し
た
。

私
は
、
現
在
、
介
護
保
険
の
担
当
を
し
て

い
ま
す
が
、
防
災
と
い
う
面
か
ら
も
介
護
予

防
や
地
域
で
の
支
え
合
い
が
重
要
で
あ
る
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
の
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
被
害
認
定
と
は
、
災

害（
地
震
や
津
波
）に
よ
る
被
災
建
物
を
個
々

に
調
査
し
、
建
物
被
害
の
程
度
（
全
壊
、
大

規
模
半
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
）
を
判
定
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
調
査
に
基
づ
く
判
定
内

容
が
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に
つ
な
が
り
、

被
災
者
へ
の
各
種
の
支
援
制
度
（
義
援
金
、

支
援
金
な
ど
の
配
布
な
ど
）
の
判
断
材
料
と

な
る
そ
う
で
す
。
調
査
内
容
と
し
て
は
、柱
・

梁
・
基
礎
な
ど
の
構
造
体
部
分
や
外
壁
・
屋

根
な
ど
総
合
的
に
目
視
、
打
診
、
測
定
、
触

診
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
し
、
原
因
を

特
定
す
る
方
法
で
す
。

被
災
者
か
ら
す
れ
ば
、
判
定
の
ラ
ン
ク
に

よ
り
、
支
援
内
容
が
変
わ
る
た
め
、
調
査
・

判
定
す
る
自
分
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
私
た
ち
建
築
士
は
被

害
認
定
す
る
た
め
の
全
国
統
一
の
認
定
基
準

に
よ
っ
て
判
定
す
る
わ
け
で
す
が
、
被
災
者

の
立
場
や
思
い
が
強
く
、
判
定
基
準
を
素
直

に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
、
ま
た
苦
情

や
お
叱
り
を
も
ら
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
、
最
初
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
現
場
に
向
か
い
、
被
災
者

の
人
に
判
定
結
果
と
根
拠
と
な
る
家
の
状
態

を
説
明
す
る
と
、｢
専
門
家
に
見
て
も
ら
い

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
安
心
し
た
よ
。｣

「
遠

い
所
か
ら
気
仙
沼
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
。」

な
ど
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
精
神

的
に
つ
ら
い
状
態
で
も
、
人
に
感
謝
で
き
る

東
北
地
方
の
人
々
特
有
の
優
し
さ
や
我
慢
強

さ
、故
郷
を
愛
す
る
心
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
支
援
と
し
て
は
夏
の
暑
い
中
、
朝

晩
は
避
難
所
の
運
営
を
手
伝
い
、
昼
は
現
場

調
査
と
肉
体
的
に
は
大
変
疲
れ
ま
し
た
が
、

避
難
所
の
住
民
の
人
々
や
地
元
市
役
所
の
職

員
、ま
た
現
場
で
出
会
う
人
々
の
優
し
さ
や
、

復
興
に
向
か
お
う
と
す
る
姿
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
い
、
最
後
ま
で
が
ん
ば
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

現
地
は
、
未
だ
に
残
る
ガ
レ
キ
の
山
や
地

盤
沈
下
（
80
セ
ン
チ
く
ら
い
の
沈
下
）
に
よ

り
、
冠
水
す
る
道
路
や
廃
墟
状
態
の
街
並
み

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
見

る
た
び
に
、
ま
だ
ま
だ
日
本
中
の
支
援
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
が

風
化
し
て
い
く
中
、
我
々
も
今
一
度
、
被
災

地
の
た
め
に
で
き
る
事
、
地
域
や
各
家
庭
で

の
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

被
災
者
か
ら
復
興
者
へ
変
わ
り
ゆ
く
人
々

の
一
助
と
な
れ
た
今
回
の
経
験
は
、
職
員
・

建
築
技
術
者
と
し
て
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

も
し
万
が
一
、
志
摩
市
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
は
、
一
日
で
も
早

い
復
興
へ
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
自

分
た
ち
の
役
割
や
連
携
な
ど
を
想
定
し
、
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

被災地派遣

気
仙
沼
避
難
所
支
援
か
ら

介
護
保
険
課　

原は
ら

口ぐ
ち 

吉よ
し

弘ひ
ろ

気
仙
沼
市
の
被
災
建
築
物
の

被
害
認
定
調
査
を
終
え
て

住
宅
営
繕
課　

石い
し

井い 

伸し
ん

治じ

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

～
職
員
奮
闘
記
～
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財政健全化

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全
化法）が平成１９年６月２２日に公布され、地方公共団
体は毎年度、健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質
赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）および資金
不足比率を監査委員の審査に付したうえで、議会に報告
するとともに、市民の皆さんに公表することが義務づけ
られました。

　志摩市の健全化判断比率は？

　平成２２年度決算に基づき健全化判断比率を算定した
ところ、次のとおり、いずれの指標についても早期健全
化基準を下回りました。

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額が発
生しないため、「－」と表示しています。

※下段（ ）書きは前年度数値です。

【実質赤字比率とは】
　公営企業（水道、病院、下水道）を除いた「市の赤字
の状況」を表すもの。この比率が大きいほど、財政運営
は厳しい状態であり、12.69％を超えると財政健全化団
体、20％を超えると財政再生団体になります。

【連結実質赤字比率とは】
　公営企業を含めた全ての会計を合算して、「市全体の
赤字の状況」を表すもの。この比率が大きいほど、財政
運営は厳しい状態であり、17.69％を超えると財政健全
化団体、35％を超えると財政再生団体になります。

【実質公債費比率とは】
　公営企業などを含めて、「現在、市がどれだけの借入
金の返済に追われているか」を表すもの。この比率が大
きいほど、借入金の返済に追われ、資金繰りが厳しい状
態であり、25％を超えると財政健全化団体、35％を超え
ると財政再生団体になります。

【将来負担比率とは】
　市が将来負担しなければならない借入金などに対し
て、「市に借金を返済し続ける体力があるかどうか」を

表すもの。この比率が大きいほど、将来の市の財政を圧
迫することが見込まれ、350％を超えると財政健全化団
体になります。

【早期健全化基準とは】
　財政指標が一つでもこの基準を超えてしまうと、「財
政健全化団体」とされ、市は「財政健全化計画」を定め、
自助努力によって健全化を進めることになります。

【財政再生基準とは】
　財政指標が一つでもこの基準を超えてしまうと、「財
政再生団体」とされ、「財政再生計画」を定め、国の監
督を受けながら財政の再生に取り組むことになります。

　志摩市の資金不足比率は？

　資金不足比率は、各公営企業の資金不足額の事業の規
模に対する比率です。
　平成２２年度においては下表のとおり、すべての公営
企業において資金不足額が生じていないため、資金不足
比率は算定されません。
　なお、資金不足比率が経営健全化基準（２０％）以上
となった場合には、経営健全化計画を定めなければなり
ません。

※資金不足比率は、資金不足額が発生しないため、「－」
と表示しています。

※下水道事業会計は、平成２１年度末をもって廃止し、
下水道事業特別会計に統合しています。

※下段（ ）書きは前年度数値です。

　平成２２年度決算に基づく健全化判断比率および資金
不足比率については、すべて基準を下回っておりますが、
これらの基準は財政状況がかなり悪化しないと上回らな
いことから、基準を下回ったことのみで、財政状況が健
全であるとはいえません。
　今後も職員の削減や事務事業の見直しなどの行政改革
に取り組み、長期的な視点で健全な財政運営をめざして
いきます。

財政課　 ４４・０２０４　FAX４４・５２５２

志摩市の健全化判断比率等を公表します

志 摩 市 早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準

実 質 赤 字
比 率

－
（－）

12.69
（12.71）

20.00
（20.00）

連 結 実 質
赤 字 比 率

－
（－）

17.69
（17.71）

35.00
（40.00）

実質公債費
比 率

12.2
（12.6）

25.0
（25.0）

35.0
（35.0）

将 来 負 担
比 率

96.3
（105.4）

350.0
（350.0）

会 計 名 事 業 の 規 模
　（ 千 円 ）　

資 金 不 足 額
・ 剰 余 額
　（ 千 円 ）　

資金不足
比率（％）

水 道 事 業
会 計

1,704,997
（1,729,022）

1,627,823
（1,531,239）

－
（－）

病 院 事 業
会 計

1,235,699
（1,002,723）

87,022
（▲ 24,460）

－
（2.4）

下水道事業
特 別 会 計

104,822
（75,269）

23,185
（21,431）

－
（－）
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特定健診

　広報６月号でお知らせした特定健康診査（特定健診）
は、メタボリックシンドロームに着目した健診です。
　メタボを放っておくと動脈硬化を進行させ、下図のよ
うに、心臓病や脳卒中などの重大な生活習慣病を引き起
こします。

　これらの病気は、命にかかわるものであったり、ある
いは後遺症が残る可能性も高く、自覚症状のないまま進
行することが多いので、やっかいです。
　「こんなことになるなら・・・」と後悔する前に、年
に１回の特定健診をぜひ受診してください。
　特定健診を受けることにより、早期に発見できれば、
改善できる可能性が高くなります。また、保健指導を受
けて、生活習慣の改善により、生活習慣病の発症を未然
に防ぐこともできます。

特定健康診査等実施率の状況は？
　市の実施率は、次のとおり大変低い状況となっていま
すが、実績が上がらなければ、保険税を引き上げなけれ
ばならない可能性があります。

対象の人には受診券をお届けしています。
　特定健康診査の対象者は、志摩市国民健康保険に加入
している40歳から74歳までの人です。また、後期高齢者
医療の加入者は、三重県後期高齢者医療広域連合が、特
定健康診査に準じた健診を実施します。

特定健診、後期高齢者
健診の受付は11月30日
までです。

年　度 Ｈ 21 年度 Ｈ 22 年度

特定健康診査実施率 24.1％ 24.7％

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
結
果

内臓脂肪の蓄積
腹囲が

男性で 85cm 以上
女性で 90cm 以上

脂質異常

高血糖

高血圧

①に加え、②で１つ
に該当する場合

メタボ予備群

①に加え、②で２つ
以上に該当する場合

メタボ該当者

① ②
メ
タ
ボ
を
放
置
し
て
お
く
と

心臓病

脳卒中

動脈硬化性
疾患

※喫煙者やＢＭＩ25以上の人は、基準が少し異なります。　※ＢＭＩ（肥満度指数）＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

まだの人、ぜひ11月末までに 特定健診を受診してください。

特定健診は
もう受けましたか？

市
国
保

健康志摩２１キャラクター
ゆめぴーちゃん

○自分は元気だから大丈夫という人
やせているから健康とは限りません。生活習慣病は自覚症状が無
いまま進行し、「あんなに元気だったのに・・・」というケースも。

○忙しくて時間が無いとか、面倒くさいという人
いざ病気になれば、通院や入院などにどれだけ時間がかかるか分か
りません。失う時間に比べたら、年に１回の健診時間はわずかです。

○健診の費用は？
通常健診費用11,530円のところ、市国保加入者の個人負担金は、
70歳未満の人1,000円、70歳以上の人500円で受診できます。

問い合わせ　保険課　 ４４・０２１３　FAX４４・５２６０
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集団検診のお知らせ
※胃がん検診の申し込み受け付けを開始します。
　下記の日程で受診を希望する人は、申し込み開始日以降にお申し込みください。胃がん検診

集団検診

マンモグラフィ（エックス線撮影）による乳がん検診・子宮頚がん検診

※集団検診のお申し込みは、申し込み開始日以降の平日 8 時 30 分～ 17 時です。定員になり次第、受け付けは終了しますの
　で、ご了承ください。
＜持　ち　物＞　・健康保険証（本人確認のため必ずお持ちください）
　　　　　　　　・健康手帳（40 歳以上の人：お持ちでない人は発行します）
　　　　　　　　・バスタオル ( 乳がん検診のみ）
　　　　　　　　・三重乳がん検診ネットワークカード
　　　　　　　　　（マンモグラフィのみ：以前に乳がん検診を受けられた人で、お持ちの場合）
＜自己負担額＞　・胃がん検診 1,200 円　・乳がん（マンモグラフィ）検診 1,200 円　・乳がん（エコー）検診 1,200 円
　　　　　　　　・子宮頚がん検診 1,200 円
　　　　　　　　　下記に該当する人は、すべてのがん検診が無料になります。
　　　　　　　　　※ 70 歳以上の人　※市の国民健康保険に加入している人
＜対 象 年 齢＞　・胃がん検診：40 歳以上の市民
　　　　　　　　・乳がん（マンモグラフィ）検診 ：40 歳以上で偶数年齢の女性
　　　　　　　　・乳がん（エコー）検診 ：30 ～ 39 歳、40 歳以上で奇数年齢の女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40 歳以上でペースメーカー、シリコンなどの人工物が入っている人
　　　　　　　　 ・子宮頚がん検診 ： 20 歳以上で偶数年齢の女性

＊＊各種がん検診受診上の注意＊＊
　・対象年齢は、平成 24 年 4 月 1 日時点の年齢です。
　・同じ検診を年に 2 回受診した場合は、2 回目は全額自己負担になります。
　・集団検診の結果は、受診日の約 3 週間後に自宅へ郵送されます。

＜問い合わせ先＞
総合保健センター　  44・1105　FAX 44・1102　　大王保健センター　 72・5963　FAX 72・5964
磯部保健センター　 55・4011　FAX 56・0750

定員
40 人／日

超音波（エコー）による乳がん検診

※下記の日程は、現在申込み受付中です。

地区 と　き 検診受付時間 ところ 申し込み開始日 問い合わせ・申し込み先

志摩 11 月 1 日（火）
9 時～ 9 時 45 分

志摩文化会館
10 月 12 日（水） 大王保健センター

10 時～ 10 時 45 分

大王 11 月 30 日（水）
9 時～ 9 時 45 分

いきいき館　水仙
10 時～ 10 時 45 分

阿児
11 月 17 日（木）

8 時 30 分～ 9 時 30 分 ＪＡ鳥羽志摩阿児支店甲賀
10 月 27 日（木） 総合保健センター10 時～ 11 時 （旧）ＪＡ鳥羽志摩阿児支店あぐり国府

11 月 29 日（火） 8 時 30 分～ 10 時 サンライフあご

地区 と　き 検診受付時間 ところ 定　員 問い合わせ・申し込み先

磯部 10 月 12 日（水）
13 時～ 14 時

磯部健康福祉センターかがやき 子宮がん検診　60 人 / 日 磯部保健センター
14 時～ 15 時

阿児
10 月 15 日（土） 9 時 30 分～ 11 時

サンライフあご
乳がん検診　　40 人 / 日

総合保健センター
11 月 26 日（土） 13 時～ 14 時 30 分 乳がん検診　　40 人 / 日

子宮がん検診　60 人 / 日

大王 12 月 6 日（火）
13 時～ 13 時 30 分

いきいき館　水仙 乳がん検診　　40 人 / 日
子宮がん検診　60 人 / 日 大王保健センター

14 時～ 14 時 30 分

阿児

12 月 14 日（水） 13 時～ 14 時 30 分

サンライフあご

乳がん検診　　40 人 / 日
子宮がん検診　60 人 / 日

総合保健センター
1 月 24 日（火）

9 時 30 分～ 11 時 乳がん検診　　40 人 / 日

13 時～ 14 時 30 分 乳がん検診　　40 人 / 日
子宮がん検診　60 人 / 日

地区 と　き 検診受付時間 ところ 定　員 問い合わせ・申し込み先

浜島 １１月８日（火）
13 時～ 14 時

浜島 B&G 海洋センター
40 人／日

磯部保健センター14 時～ 15 時
磯部 １１月１８日（金） 14 時～ 15 時 磯部健康福祉センターかがやき
大王 １２月１５日（木） 14 時～ 14 時 30 分 いきいき館　水仙 大王保健センター
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インフルエンザ対策

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
へ
の

移
行
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
異
な
る
大
き
な
流
行
等
の
特
別
な
事
情
が

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

23
年
４
月
１
日
か
ら
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
に
移
行
し
た
と
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
て
い
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、
危
険
性
が
な
く

な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

今
年
度
は
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。
接
種
対
象
者
も
下
記
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
接
種
費
用
の
助
成
制
度
も
廃
止
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
本
人
の
意

思
確
認
が
で
き
、
①
ま
た
は
②
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
人

①
接
種
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
日
に
お
い
て
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

接
種
期
間　

平
成
23
年
10
月
15
日
～
平
成
24

年
１
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

（
昨
年
度
と
同
じ
）

接
種
方
法　

１
回
接
種

個
人
負
担
金　

１
，
２
０
０
円

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

今
年
度
は
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
確
認
書

の
個
別
郵
送
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
・

受
付
時
に
医
療
機
関
窓
口
へ
生
活
保
護
受
給

世
帯
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

下
記
の
実
施
医
療
機
関
へ
直
接
電
話
な
ど

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
名
簿
に
な
く
て

も
、
通
院
・
入
院
し
て
い
る
人
だ
け
接
種
可

能
な
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
各
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

健
康
保
険
証
・
個
人
負
担
金
・
健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
場
合
）。
右
記
②
に
該
当
す
る
人

で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

平成 23 年度 インフルエンザ（季節性）予防接種実施医療機関
地　区 医療機関名 電話番号 地　区 医療機関名 電話番号

阿　児

池田ファミリークリニック 43・0010
浜　島

別當クリニック 53・1235
いずみ耳鼻咽喉科・アレルギー科 44・0007 益田医院 53・2161
うえむら整形外科 45・8800 市立浜島診療所 53・0101
おかむらクリニック 44・2828

大　王
あがわ医院 72・2663

尾崎内科 44・3275 和気医院 72・0053
金児外科医院 43・4918 志摩市民病院 72・5555
近藤医院 43・0007

志　摩

井上医院 85・0276
齋木内科 43・2491 鍋島医院 85・0007
志摩こどもの城クリニック 46・1525 松井医院 85・0047
谷奥医院 45・2201 山本クリニック 84・0777
中瀬外科胃腸科 43・4327 市立前島診療所 84・1001
中村医院 47・3037

磯　部

いしがみ医院 56・0022
鍋島整形外科 43・1191 おかむね医院 55・3333
服部内科 43・1033 谷岡医院 57・2223
林クリニック 46・1100 西岡医院 55・0008
豊和病院 43・1511 日比クリニック 55・0218
向井内科 43・0977
山下医院 45・3435

※上記以外の医療機関で接種を希望される人は、総合保健センター　 44･1105 まで、お問い合わせください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
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幼保園開園

志摩市立幼保園開園のお知らせ

平成24年４月からの幼稚園・保育所

平成24年４月１日に浜島町と志摩町に『志摩市立幼保園』が開園します。
『幼保園』とは、従来の幼稚園と保育所が同じ建物の中に入る施設のことです。くわしくは次のとおりです。

施設名称 志摩市立浜島幼保園 志摩市立志摩幼保園

場　　所 浜島町浜島709番地（現在の浜島幼稚園） 志摩町和具660番地（現在の和具保育所）

構成施設
・浜島幼稚園
・浜島保育所

・志摩幼稚園（片田・布施田幼稚園を統合）

・志摩保育所（片田・布施田・和具・御座保育所を統合）

入園・入所
申込み　

入園の申し込みは13ページを、入所の申し込みは14 〜 15ページをご覧ください

保　育　所
大王町 波切・大王第三保育所
阿児町 鵜方・鵜方第二・神明・立神・志島・甲賀・安乗保育所
磯部町 ひまわり・ひのでが丘・下之郷保育所

幼　稚　園

大王町 波切幼稚園
志摩町 和具幼稚園
阿児町 鵜方・神明・国府幼稚園
磯部町 磯部幼稚園

幼　保　園
浜島町 浜島幼保園（浜島幼稚園・浜島保育所）
志摩町 志摩幼保園（志摩幼稚園・志摩保育所）

私立保育所 阿児町 しまの杜保育園

※浜島・志摩幼保園とその他の幼稚園で、預かり
保育時間、長期休業中の保育時間などに違いが
ありますので、13 ページをご確認ください。

問い合わせ
【幼稚園について】学校教育課　　　　44・0336
【保育所について】子育て支援課　　　44・0282

▲広報用イラスト応募作品「ひまわり」
　匿名希望さん（磯部町 中３）

▲広報用イラスト応募作品「赤ちゃんの手、小さいね」
　ペンネーム：キラキラ星さん（志摩町 中１）
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幼稚園入園児童募集

幼稚園入園児募集
　平成24年４月からの幼稚園入園希望者の受け付けを行います。
●募集内容

※保育時間　８時30分～ 14時00分
※保育料金　年額54,000円（毎月4,500円徴収）
　（ほかに給食費（月額3,600円）やＰＴＡ会費などが必要です。）

●預かり保育
　教育委員会が必要と認めた園児は、預かり保育を利用できます。

●申し込み方法
入園願に必要事項を記入の上、希望する幼稚園（※志摩幼稚園は、
片田幼稚園、布施田幼稚園または和具幼稚園）へ提出してくださ
い（入園願は各幼稚園、市役所各支所、教育委員会事務局と各分
室にあります）。市のホームページからもダウンロードできます。

●募集期間
10月11日（火）～ 31日（月）※土日除く

●受付時間
９時00分～ 16時00分

●問い合わせ
希望される幼稚園（※志摩幼稚園は、片田幼稚園、布施田幼稚園
または和具幼稚園）にお問い合わせください。

幼稚園預かり保育料金表（※浜島幼稚園、志摩幼稚園を除く）

時　間 月額料金 日額料金
（緊急時のみ）

通年預かり

７時30分～８時30分 1,500円 150円

14時00分～16時00分 3,000円 300円

14時00分～18時00分 6,000円 600円

夏季休業中

７時30分～８時30分 1,500円 150円

８時30分～16時00分 3,000円 300円

８時30分～18時00分 6,000円 600円

※上記内容は、条例改正などにより変更となる場合があります。

市内幼稚園一覧表

町名 園名 対象年齢
募集人員(人） 問い合わせ先

電話番号４歳児 ５歳児

浜島 浜島幼稚園
（浜島幼保園内） ４･ ５ 60 37 53・0069

大王 波切幼稚園 ５ － 30 080・1610・3780

志摩
志摩幼稚園

（志摩幼保園内） ４･ ５ 120
85・2780（片田幼稚園）　
85・1819（布施田幼稚園）
85・2024（和具幼稚園）　

和具幼稚園 ４･ ５ 60 18 85・2024

阿児
鵜方幼稚園 ４･ ５ 120 44 43・0254
神明幼稚園 ５ － 60 43・4520
国府幼稚園 ４･ ５ 30 24 47・3400

磯部 磯部幼稚園 ４･ ５ 60 40 55・0260

※募集対象児
５歳児（１年保育）　平成18年４月２日生～平成19年４月１日生
４歳児（２年保育）　平成19年４月２日生～平成20年４月１日生

幼保園内の幼稚園預かり保育料金表（※浜島幼稚園、志摩幼稚園）

時　間 月額料金 日額料金
（緊急時のみ）

通年預かり

７時30分～８時30分 1,500円 150円

14時00分～16時00分 3,000円 300円

14時00分～18時00分 6,000円 600円

18時00分～19時00分 1,500円 150円

土曜日 ７時30分～12時00分 3,000円 1,000円

長
期
休
業
中

夏季
休業中

７時30分～８時30分 1,500円 150円

８時30分～16時00分 3,000円 300円

８時30分～18時00分 6,000円 600円

18時00分～19時00分 1,500円 150円

4月、12月、
１月、3月 ７時30分～19時00分 － 500円

※上記内容は、条例改正などにより変更となる場合があります。

平成24年度
児童館・放課後児童クラブ入館（会）児童募集

【児童館募集内容】

児童館名 定員 指導時間 電話番号

鵜方児童館 70人
放課後～ 18時

43・6044

神明児童館 70人 43・3556

国府児童館 30人
放課後～ 18時

（３歳児は８時～ 16時で、
早朝・延長保育あり）

47・3250

○学校休業日の指導時間　８時～ 18 時
○休館日　日曜、祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）
○対象児童　幼稚園児～小学 3 年生
　　 　　　　（国府児童館のみ 3 歳児保育あり）
○使用料　　１人目　　　月額 10,000円
　　　　　　２人目以降　月額 7,000円

ただし、夏休み期間中は 1 人目 16,000 円、２人目以
降 12,000 円
※その他、減免規定あり

（国府児童館３歳児は保育所に準ずる）
【放課後児童クラブ募集内容】
○各児童クラブの定員　おおむね20人

クラブ名 場　　所 電話番号

浜島放課後
児童クラブ

浜島コミュニティーセンター
好文館１階 53・1777

大王放課後
児童クラブ 大王柔剣道場 72・2121

志摩放課後
児童クラブ

志摩幼保園３階
（旧志摩支所３階） 85・1126

磯部放課後
児童クラブ 磯部社会福祉センター２階 55・3600

○指導時間　月～金曜日　放課後～ 18時
　　　　　　学校休業日　８時～ 18時
○休会日　　日曜、祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）
○対象児童　小学１年生～３年生

（４年生以上も申し込みはできますが、申込者多数の
ときは低学年が優先されます）

○負担金　　１人目　　　月額10,000円
２人目以降　月額 7,000円
ただし、夏休み期間中は１人目16,000円、２人目以降
12,000円
※その他、減免規定あり

【以下、共通】
○受付期間　10月11日（火）～ 31日（月）
　　　　　　（土・日除く）
○申込方法　申込み用紙は、各施設と子育て支援課、各支所にあり

ます。（市ホームページからもダウンロードできます）
就労証明書など必要書類を添えて、各施設または子育
て支援課に提出してください。

○年度途中の入館（会）について
定員に達していない場合は、年度途中の入館（会）も
できます。その場合は、入館（会）を希望する前月の
15 日が締め切りとなります。

○問い合わせ　子育て支援課　　44・0282
　　　　　　　　　　　　　　　44・5260
　　　　　　　または、各施設

FAX
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保育所入所児童の募集

◆市内保育所一覧表

町名 保育所名 建設年 構造 対象
満年齢（歳）

定員
（人）

問い合わせ先
電話番号

公立

浜島 浜島保育所
（浜島幼保園内） 昭和51年 鉄筋 ※10か月～３ 75 53・1220

大王
波切保育所 昭和46年 鉄筋 １～４ 90 72・0529

大王第三保育所 昭和54年 鉄筋 ※１～５ 90 72・2264

志摩 志摩保育所
（志摩幼保園内） 平成６年 鉄筋 ※10か月～３ 140

85・2412（片田保育所）　
85・4904（布施田保育所）
85・3217（和具保育所）　
88・3222（御座保育所）　

阿児

鵜方保育所 昭和59年 鉄筋 ※1 ～３ 60 43・0156

鵜方第二保育所 昭和52年 鉄骨 ２・３ 100 43・4158

神明保育所 昭和48年 鉄筋 ２～４ 110 43・1007

立神保育所 平成７年 鉄骨 ※１歳６か月～５ 70 45・2704

志島保育所 昭和55年 鉄筋 ※１歳６か月～５ 45 45・2215

甲賀保育所 昭和55年 鉄筋 ２～５ 120 45・2319

安乗保育所 昭和54年 鉄筋 ※１歳６か月～５ 80 47・3502

磯部

ひのでが丘保育所 平成５年 鉄骨 ※１～５ 60 55・0577

下之郷保育所 昭和56年 鉄骨 ※１～５ 90 55・2347

ひまわり保育所 平成14年 鉄骨 ※10か月～５ 120 55・0177

私立 阿児 しまの杜保育園 平成23年 木造 ★生後57日目～５ 90 44・1117

●対象となる年齢の基準日は、平成24年４月１日です。
　※印の保育所は、表記の年齢に到達した翌月から入所することができます。
　★しまの杜保育園は、平成24年２月５日までに出産予定のお子さまも予約で申し込みができます。
●居住地以外の保育所にも入所できます。
●平成24年度、船越保育所(大王町)は休所しますので、募集は行いません。
●志摩町の片田・布施田・和具・御座保育所は、志摩幼保園の開園に伴い、募集は行いません。
●申込状況によっては、第一希望の保育所に入所出来ない場合があります。
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【表①】通常保育料金表
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 保育料(月額)

階層区分 定義 3歳未満児の場合 3歳以上児の場合

第1
生活保護法による被保護世帯(単給世帯を含む)および中国残留邦
人等の円滑な帰国の促進および永住帰国後の自立の支援に関する
法律による支援給付受給世帯

0円 0円

第2 第１階層および第４
～第８階層を除き、
前年度分の市民税の
額の区分が次の区分
に該当する世帯

市民税非課税世帯 5,800円
（0円）

4,100円
（0円）

第3
Ⅰ 均等割課税世帯 9,400円

(8,400円)
7,500円

(6,500円)

Ⅱ 均等割および所得割課税世帯 13,000円
(12,000円)

10,800円
(9,800円)

第４
Ⅰ

第１階層を除き前年
分(４月から６月ま
での保育料にあって
は前々年分)の所得
税 課 税 世 帯 で あ っ
て、その所得税の額
の区分が次の区分に
該当する世帯

13,000円未満 15,500円 13,000円
Ⅱ 13,000円以上　26,000円未満 18,000円 15,300円
Ⅲ 26,000円以上　40,000円未満 20,500円 17,600円

第５
Ⅰ 40,000円以上　61,000円未満 23,400円 19,900円
Ⅱ 61,000円以上　82,000円未満 26,300円 22,200円
Ⅲ 82,000円以上　103,000円未満 29,300円 24,600円

第６
Ⅰ 103,000円以上　258,000円未満 32,100円 26,200円
Ⅱ 258,000円以上　413,000円未満 35,000円 27,900円

第７ 413,000円以上　734,000円未満 37,700円 29,400円
第８ 734,000円以上 40,700円 31,700円

※第 2、第 3 階層で一人親世帯や在宅障がい児（者）のいる世帯は、（　　　）内の保育料となります。
※同一世帯から小学校就学年齢前のお子さんが次に掲げる施設に２人以上入所または利用している場合、年齢の大きなお子

さんから順に数えて２人目のお子さんの保育料は２分の１に、３人目以降のお子さんの保育料は無料になります。
（対象施設）保育所、幼稚園、認定こども園、特別支援学校幼稚部、知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不自
由児施設通園部、情緒障害児短期治療施設通所部、児童デイサービス利用者

私立（しまの杜保育園）

延長保育時間帯 １ヶ月契約の
とき １日あたり

7時～ 7時30分 無料 無料
18時～18時30分

5,000円
500円

18時～19時 1,000円
※私立保育所に兄弟で入園している家庭は、２人目以

降のお子さんの延長保育料は上記の半額となりま
す。

【表②】延長保育料金表
公立

延長保育時間帯
１ヶ月契約のとき １日あたり

(緊急延長保育)第2階層料金月額 第3階層以上料金月額
7時30分～ 8時 200円 1,000円

500円

16時～16時30分 100円 500円
16時～17時 200円 1,000円
16時～17時30分 300円 1,700円
16時～18時 500円 2,500円
16時～18時30分（注） 700円 3,500円
16時～19時（注） 900円 4,500円
※（注）18 時～ 19 時の延長保育を行っている施設は、浜島・大王第三・

志摩・立神・下之郷・ひまわり保育所のみです。
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税
額
、
ま
た
は
家
計
の
主
宰
者(

同
居
し

て
い
る
祖
父
母
等)
を
含
め
た
所
得
税
額
、

ま
た
は
市
民
税
額
で
算
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
４
～
６
月
分
の
保
育
料
は
、

前
々
年
分
所
得
税
額
で
算
定
し
ま
す
の
で
、

７
月
に
保
育
料
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
延
長
保
育
【
表
②
】

家
庭
の
状
況
に
よ
り
延
長
保
育
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
児
童
に
限
り
、
保
育
時
間

を
延
長
し
ま
す
。

た
だ
し
、
利
用
時
間
に
応
じ
て
延
長
保

育
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

申
込
書
は
各
保
育
所
と
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
必
要

書
類
を
添
え
て
、
い
ず
れ
か
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課　
　
　
　

44
・
０
２
８
２

44
・
５
２
６
０

ま
た
は
各
保
育
所

FAX
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市長コラム

場　　所　三重県志摩庁舎
　　　　　（旧志摩保健所）２階
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
診療時間
□印の日は夜間

19時30分～22時00分
○印の日は昼間
（日曜・祝日診療の日）

9時30分～12時30分
13時30分～16時30分

～ 志摩市休日夜間応急診療所 ～

※県志摩庁舎正面玄関前駐車場は使用できま
　せんので、庁舎南側駐車場をご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

　 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

10月

11月

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
避
難
と
減
災
、

防
災
が
多
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
当
に
一
番
肝
心
な
の
は
、「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
で
あ
り
、

市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
自
助
の
事
に
つ
い

て
先
駆
的
に
学
習
し
て
い
た
だ
き
有
事
に
は

実
行
実
践
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
被
害
が
小
さ
い
う
ち
に
周
り
で
対
処

す
る
」
共
助
の
意
識
の
も
と
普
段
か
ら
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
さ
れ
、
近
く

の
避
難
場
所
や
危
険
個
所
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
家
族
で
災
害
が
発
生
し
た
時
の
行
動

な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
る
な
ど
、
地
域
で
の
共

助
へ
の
取
り
組
み
等
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、
訓
練
実
施
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
大
王
地
区
内
自
治
会
、
各
関
係
機

関
様
、
そ
し
て
志
摩
市
と
各
種
防
災
協
定
を

締
結
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
種
協
定

締
結
団
体
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
助
と
防
災

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
全
国
で

防
災
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
志
摩

市
総
合
防
災
訓
練
が
去
る
９
月
10
日
に
大
王

町
の
波
切
漁
港
付
近
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
こ
の
会
場
を
始

め
と
し
て
各
自
治
会
や
各
自
主
防
災
組
織
が

中
心
と
な
り
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
各
地
域

で
の
防
災
訓
練
が
、市
内
31
地
区
で
行
わ
れ
、

避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
行
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
区
訓
練
で

は
回
を
重
ね
て
い
た
だ
く
毎
に
避
難
を
始
め

と
し
た
炊
き
出
し
な
ど
多
岐
に
亘
る
内
容
の

訓
練
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
実
働
訓
練
に

加
え
、
防
災
学
習
会
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
各
自
治
会
や
各
自
主
防
災
組
織
地
域
も
あ

り
、
役
員
の
方
々
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
献

身
的
な
ご
努
力
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
各
位

の
防
災
意
識
へ
の
高
さ
を
伺
わ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
の
大
切
な
訓
練
で
あ
り
、
市

民
全
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
が
理
想

で
す
が
、
本
訓
練
を
始
め
各
地
域
で
ご
協
力

い
た
だ
け
る
た
め
に
は
ど
ん
な
形
が
良
い
の

か
、
ど
の
様
な
形
の
訓
練
が
良
い
の
か
、
何

を
ど
こ
ま
で
を
対
象
と
す
る
の
か
は
、
主
催

者
と
し
て
毎
回
た
い
へ
ん
に
苦
慮
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

防
災
に
お
け
る
訓
練
に
は
、
火
災
・
水
害
・

台
風
・
地
震
・
戦
争
な
ど
様
々
な
災
害
へ
の

訓
練
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
訓
練
で
試
さ
れ
る

の
は
消
火
、
救
出
搬
送
、
救
護
、
情
報
伝
達
、

避
難
所
訓
練
が
主
な
も
の
で
、各
訓
練
の
中
、

消
火
訓
練
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
伝
達
連
絡

で
は
機
材
の
確
認
と
使
用
法
、
救
出
搬
送
で

は
組
織
の
機
能
性
や
備
品
等
々
が
円
滑
に
運

用
で
き
る
か
の
確
認
と
訓
練
を
通
じ
て
の
螺ら

旋せ
ん

的
な
機
能
向
上
で
す
。

　

人
命
救
助
と
財
産
の
保
全
、
自
然
保
護
な

ど
あ
ら
ゆ
る
国
民
市
民
の
遜
色
な
い
安
心
安

全
を
求
め
て
、
被
災
前
、
被
災
時
、
被
災
後

に
そ
の
あ
り
方
を
確
認
模
索
す
る
の
が
防
災

訓
練
で
あ
り
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
東
海
、

東
南
海
・
南
海
地
震
を
想
定
し
た
、
防
災
体

制
の
確
立
と
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
に
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
公
共
が
で
き
る
の
は
、
自
助
、
共

助
、
公
助
と
言
わ
れ
る
中
で
、
そ
の
組
織
力

と
資
材
の
規
模
か
ら
主
に
担
う
部
分
は
公
助

と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
減
災
へ
の
環

境
整
備
、
市
民
各
位
の
自
助
、
共
助
の
在
り

方
へ
の
普
段
か
ら
の
啓
発
と
提
言
で
す
。
加

え
て
、
被
災
後
の
復
旧
復
興
は
市
民
と
公
共

が
と
も
に
進
め
て
行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

Vol.

34市長コラム
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阿児アリーナ開館20周年記念事業

と　き：11月5日（土）
　　　　開演14時（開場13時30分）
ところ：阿児アリーナ　ベイホール
チケット：無料（※入場整理券あり）

　当日予定スケジュール

9時～　　　第34回阿児文化祭出品作品展示（市文化協会阿児支部）
11時30分～　あごお茶お花会による呈茶接待（先着300人）
13時15分～　英虞海神太鼓結成20周年記念オープニング演奏
13時30分～　開場
14時～　　　三重ジュニア管弦楽団・市立文岡中学校吹奏楽部コンサート
16時　　　　終演予定

　入場整理券の配布

配布方法：次の施設において先着順で配布します。（1人3枚まで）
配布場所：阿児アリーナ・浜島生涯学習センター・大王公民館
　　　　　磯部生涯学習センター・志摩文化会館　
配布開始日：10月７日（金）９時から

※各施設の休館日には配布しません。
　（阿児アリーナは火曜日、その他は月曜日が休館日です。）
※当日入場も可能ですが、整理券持参の人が優先となりますので、
　入場できないことがあります。

　託児あります

託児を希望される人は、10月21日（金）までにお申し込みください。

主　催：市教育委員会・（公財）三重県文化振興事業団
共　催：市文化協会阿児支部（第34回阿児文化祭）
出　演：三重ジュニア管弦楽団・市立文岡中学校吹奏楽部
協　力：英虞海神太鼓・あごお茶お花会・しま子育て応援団

託児申込・問い合わせ　阿児アリーナ	 ４３・７０００   FAX４３・７００３
	 E-mail a-arena@city.shima.lg.jp

in 阿児アリーナ ～二
は た ち

十歳のanniversary～

あなたが指揮者に !!
当日は、指揮者体験を実施！
60人のオーケストラの前で
タクトをふってみよう。

※希望者



Shima City Public Relations 18

トピックス

『朝熊ヶ岳に遊ぶ』
著者　奥

お く

山
や ま

啓
け い

之
の

助
す け

さん（伊勢市）

安全功労者総務大臣表彰
大西ミホ子さん
阿児町　鵜方婦人消防クラブ　会長 　市立図書館（阿児ライブラリー）で、図書館をよく知

り身近に感じてもらおうと、小学生を対象に、図書館の
裏側探検と仕事を体験するイベントが開催されました。
古文書などが収められている収蔵庫やブックポストの裏
側など、普段は入れない場所を見て回ったり、本の貸し
出し作業や返却された本を棚に戻す図書館の仕事を体験
し、夏休みの思い出づくりをしました。

　阿児アリーナで、市戦没者追悼式が開かれ、市長や来
賓、遺族ら約380人が出席し、2,705柱の御霊を追悼しま
した。

　志摩半島の最高峰である朝熊ヶ
岳の登山を長年、続けている伊勢
市の奥山さんの１年間の登山記録
をまとめた本『朝熊ヶ岳に遊ぶ』
がこのほど奥山啓之助さんの友人
らにより刊行されました。
　朝熊山に自生する草木や貴重な
岩石の名や構造なども掲載されて
おり、編集責任者の中村恵美子さ
んは「80歳の今も現役の山男であ
る著者の若々しい感性と抱負な知
識を盛り込んだ内容はテンポの良さと独特のユーモアで
個人の日記の枠をこえた面白い読み物になっています。
山を愛する仲間や広く一般の人たちにもぜひ読んでいた
だきたいと思います。」と話していました。
　本は市立図書館で貸し出しを行っています。
問い合わせ　中村恵美子さん　43・0208（林設計事務所）

三重ビーチサッカー大会	 ８月27日
　阿児町志島の市後浜で「三重ビーチサッカーチャレン
ジカップ2011」があり、県内から一般と少年の部、合わ
せて15チームが参加し汗を流しました。
　県のサッカー協会の主催で今回初めて志摩で開催さ
れ、市が推進する里海創生にもつなげ、志摩の海の良さ
をより多くの人に知ってもらいたいと夏空の下、裸足で
のサッカーを楽しむ人たちの歓声で盛り上がりました。

　鵜方婦人消防クラブの会長として、長年、防災・炊き
出し訓練や夜間パトロールなど、会員の先頭に立って活
動してきた功績により受賞されました。

市総合防災訓練	 ９月10日
　大王町波切漁港で市総合防災訓練が行われ、自治会や
防災関係機関など約300人が参加しました。当日は、市
内各地区の分散会場でも自治会による自主防災訓練が行
われ約8,500人が参加しました。参加者たちは、初期消火
訓練や倒壊家屋、被災車両からの救助などを行い、近い
将来に予想される大地震に備え防災意識を高めました。

市戦没者追悼式	 ９月２日

図書館探検＆体験しよう ８月６日・18日



Shima City Public Relations19

トピックス

長寿を祝って　９月６日
　今年度100歳を迎えられる方のお宅に、今年も市長と
副市長が訪問しました。祝い状と祝い品が手渡されると、
山下こまへさんは、「周りの人が良くしてくれるからこ
んなに長生きできています」と笑顔で応えてくれました。
今年100歳の方は18人で、最高齢者は105歳の平賀とくさ
んでした。これからも元気で長生きしてください。

平ひ
ら
が賀　

と
く
さ
ん

１
０
５
歳　

阿
児
町

平
成
23
年
度

　
　
　
最
高
齢
者

祝・100歳　おめでとうございます
高
た か ち

地　つね子さん	 志摩町
平
ひ ら が

賀　しずさん	 志摩町
谷
たにおく

奥　章
ふみ

さん	 大王町
小
お が わ

川　イシさん	 志摩町
山
や ま べ

邉　ちゑさん	 磯部町
徳
とくやま

山　とみさん	 大王町

松
ま つ だ

田　こはるさん	 阿児町
岩
い わ き

木　とみゑさん	 阿児町
山
やまぐち

口　きよ子さん	 阿児町
山
やまぐち

口　ヒサノさん	 志摩町
濵
はまぐち

口　あささん	 大王町
岸
きしかわ

川　ユリさん	 志摩町 平成23年9月1日現在

山
やました

下　こまへさん	 阿児町
上
う え の

野　しげみさん	 大王町
平
ひ ら が

賀　はるさん	 志摩町
伊
い じ ち

地知　春
は る え

江さん	 阿児町
柳
やぎゅう

生　きやうさん	 浜島町
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10月の子育て支援事業のご案内すく すく
ラ ン ド

事　　業 と　　　き と　こ　ろ
育児サークル
こえびちゃん

毎週
火・木・土 10時～11時30分 浜島生涯学習センター

53・1511

育児サークル
わらじっこ

毎週
火 ･ 金 9時30分～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭・遊戯室
開　　　　放

毎週水曜 9時～11時 浜島保育所
53・1220

毎週火曜 9時～11時30分 大王第三保育所
72・2264

20日（木）9時30分～11時30分 志島保育所
45・2215

園庭開放

毎週水曜 9時30分～11時30分 布施田保育所
85・4904

改修工事期間中、お休みです。 和具保育所
85・3217

13日（木）

9時30分～11時

ひのでが丘保育所
55・0577

27日（木） ひまわり保育所
55・0177

６日（木） 下之郷保育所
55・2347

※和具保育所園庭開放は、改修工事期間中、お休みになります。詳しくは、和具
保育所にお問い合わせください。

※船越保育所は、９月１日から休所のため、園庭・遊戯室開放は行いません。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放

毎週月～金 9時～11時30分
13時～15時30分育児相談

園庭開放

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

ひよこクラブ
（0・1歳　　
　２歳以上）

18日（火） 10時～11時30分

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�

東
日
本
大
震
災
に
思
う
②

「
つ
な
み
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」

生
涯
学
習
人
権
教
育
課　

44
・
０
３
３
９

FAX

44
・
５
２
６
３

（
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の

発
行
す
る
雑
誌
、「
ア
イ
ユ
８
月
号
」
に
、

宮
城
県
石
巻
市
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

表
題
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
津
波
で
お
母
さ

ん
を
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
避
難
所
生
活
を
続

け
て
い
る
小
学
６
年
生
と
２
年
生
の
兄
弟
が

描
い
た
も
の
で
す
。
辛
い
思
い
を
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
で
も
前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
心
に
積
も
っ
た
叫

び
。
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
誰
に
向
け
て
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
「
怒
り
」
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
た
８
月
17
日
、
政
府
の
原
子
力
災
害
対

策
本
部
は
、
福
島
県
の
子
ど
も
（
０
歳
か
ら

15
歳
）
約
１
１
５
０
人
を
対
象
に
し
た
甲
状

腺
の
内
部
被
ば
く
検
査
で
、
45
％
の
子
ど
も

に
被
ば
く
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

検
査
は
３
月
24
日
か
ら
30
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
影
響
を
受
け

や
す
い
子
ど
も
の
甲
状
腺
の
健
康
に
関
し
て

は
、
適
切
な
処
置
が
長
期
に
わ
た
っ
て
必
要

な
事
か
ら
福
島
県
民
の
約
36
万
人
を
対
象
に

甲
状
腺
が
ん
検
査
を
生
涯
に
わ
た
り
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
は
将
来

に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
話
の
他
に
も
、
避
難
所
生

活
を
し
て
い
る
中
学
２
年
生
の
女
子
生
徒
た

ち
が
、
不
自
由
な
環
境
の
中
で
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
描
い
て
く
れ
た
12
枚
の
紙
芝
居
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
紙
芝
居
か
ら
、

大
震
災
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
辛
い
思
い

を
し
た
か
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

し
っ
か
り
と
現
在
と
未
来
を
見
据
え
て
い
る

の
が
み
て
と
れ
ま
す
。
紙
芝
居
を
集
め
て
く

だ
さ
っ
た
金
谷
さ
ん
は
、「
感
心
す
る
ば
か

り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
ち
ゃ
ん
と
テ
ー
マ

を
も
っ
て
生
き
て
い
る
ん
で
す
。」
と
結
ん

で
い
ま
す
。

紙
芝
居
の
最
後
の
12
枚
目
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

『
そ
し
て
今
私
達
は
皆
さ
ん
か
ら
の
力
を
か

り
て
早
く
復
興
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。私
達
は
、地
震
を
経
験
し
て
良
か
っ

た
で
す
。
み
ん
な
と
助
け
合
う
こ
と
、
み
ん

な
と
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
、
食
べ
物
の
大
切

さ
を
し
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
遠
く
か

ら
応
援
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。』
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図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

イベント案内  ※ 10月8日～11月5日までのイベントをご案内します

館室名 と　　　　き 内　　　　容

市立
10月24日（月） 11時～ おはなし会（赤ちゃんむけ）

11月５日（土） 11時～ おはなし会

志摩

10月８日（土）・９日（日） 9時30分～18時 図書・雑誌リサイクルフェア

10月22日（土） 14時30分～ よみきかせかい

11月２日（水） 11時～ よみきかせかい（赤ちゃんむけ）

磯部 10月15日（土） 13時30分～ 古文書学習会

 

鶴
ガ
丘
の
は
な
し

む
か
し
、
村
と
村
の
境
が
ま
だ
き
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
の

は
な
し
で
す
。

そ
の
こ
ろ
は
、
鶴
や
こ
う
の
と
り
が
志
摩
に
も
た
く
さ
ん
す
ん

で
い
た
が
、
鶴
は
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
賀
と
立
神
は
鹿
谷
の
小
高
い
丘
を
め
ぐ
っ
て
村
ざ
か
い
の
争

い
を
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
こ
の
丘
の
ま
ん
な
か
に
あ
る
松
の
大
木
の
下
に
鶴
が

一
羽
死
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
つ
け
た
立
神
の
百
姓
は
庄
屋

に
届
け
た
の
で
、
庄
屋
は
す
ぐ
に
鳥
羽
の
役
人
に
、
鶴
が
一
羽
死

ん
で
い
る
と
知
ら
せ
ま
し
た
。

鳥
羽
の
役
人
は
、
た
だ
ち
に
現
地
に
き
て
、
両
村
の
村
役
人
を

呼
び
寄
せ
て
取
り
調
べ
ま
し
た
。

ま
ず
、
発
見
し
た
立
神
の
庄
屋
に

「
鶴
を
う
ち
お
と
し
た
の
は
立
神
の
者
だ
ろ
う
。
鶴
を
殺
し
た

者
は
罪
人
に
な
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ぞ
」

と
た
ず
ぬ
る
と
、
立
神
の
庄
屋
は
、

「
め
っ
そ
う
も
な
い
。
こ
こ
は
甲
賀
の
土
地
で
、
立
神
の
者
は

こ
こ
へ
は
入
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
甲
賀
の
庄
屋
に
、

「
お
前
の
領
地
で
鶴
が
死
ん
で
い
る
が
、
甲
賀
の
者
が
う
ち
お

と
し
た
の
だ
ろ
う
」

と
き
び
し
く
問
い
た
だ
す
と

「
は
い
、
こ
こ
は
た
し
か
に
私
ど
も
の
領
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
村
人
の
知
ら
せ
で
鶴
を
し
ら
べ
た
と
こ
ろ
、
鶴
は
た
し
か
に

死
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
然
に
死
ん
だ
も
の
で
、
だ
れ
が
う
ち
お

と
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
ま
し
た
。

役
人
が
よ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
鶴
は
病
気
に
か
か
り
死
ん
だ
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
役
人
は
、
こ
れ
か
ら
は
松
の
大
木
が
は
え
て
い
る
丘
か

ら
北
は
甲
賀
の
領
地
で
あ
る
と
両
方
の
庄
屋
に
命
令
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
甲
賀
で
は
土
地
の
名
前
を
「
鶴
ガ
丘
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。〔「

阿
児
の
む
か
し
ば
な
し
」
よ
り
〕
志摩市立図書館　　43･8000　　43･8003　志摩図書室　　85･7801　　85･2563　磯部図書室　　55･2881　　55･2935

カレンダー（10月9日～11月12日まで）

日 月 火 水 木 金 土

¹⁰⁄₉ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 ¹¹⁄₁ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
○市立図書館休み　△志摩・磯部・大王・浜島休み
□市立・志摩・磯部休み
※市立図書館は10月1日～3月31日まで18時に閉館します

FAX FAX FAX

財務省の階段 ★スーパーキッズ
幸
こう

田
だ

真
ま

音
いん

／著【小説】 佐
さ

藤
とう

まどか／著【よみもの】
自殺を図った財務省の若手官僚が遺した
ノートには、昭和初期の経済政策が克明
に綴られていた。この謎を解こうとした
上司が見たものとは？

音楽が取り柄のボクは、世界中から“特
殊な才能”をもつ少年少女たちが集まる
学校へ入学した。だがそこは、少し変わっ
た人たちが、たくさんいた！

日本の音 ★ぼくのトイレ
コロナ・ブックス編集部／編【芸術】 鈴

すず

木
き

のりたけ／作・絵【絵本】
季節の始まりを知らせる「春雨の音」、静
寂を深める「虫の音」…。日本の伝統と
繊細な感性が生みだした音の表現を、日
本画、浮世絵などに探る。

毎日毎日、おんなじトイレ。たまには違
うトイレに入りたい。ルーレットイレに、
すべりだいトイレ…。おもしろトイレが
いっぱい！トイレが楽しくなる絵本。

大人になって忘れてしまっている大切なこと ★作ってふしぎ！？トリックアート工作
中
なか

山
やま

和
かず

義
よし

／著【人生訓】 グループ･コロンブス／構成・文【こころ】
子どもの何気ないひと言や行動にあふれ
る、素直さ、やさしさ…。大人になるに
つれ、失くしてはいないだろうか？子ど
もが教えてくれた大切なことを紹介。

びっくりキューブ、ふしぎ貯金箱など、
トリックアートを体験できる工作と、メ
ビウスの輪、切り紙アートといった目の
錯覚を確かめる実験を紹介。

む
か
し
ば
な
し 

�

☆スタンプラリーを開催します☆
10月27日～ 11月９日は読書週間です。期間中、市立図書館と志摩図書室では
スタンプラリーを開催します。くわしくは図書館（室）へ。
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お知らせ

木
造
住
宅
耐
震
補
強
補
助
金

制
度
拡
充
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

補
助
金
制
度
開
始
の
お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
を
お
考
え
の

人
に
、
補
助
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
県
か
ら
助
成
さ
れ
て
い
る
補
助

金
が
、
最
高
で
30
万
円
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
耐
震
補
強
工
事
と
併
せ
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
も
補
助
金
を
助
成
す
る

新
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
住
ま
い
の
耐
震
化
を

ご
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

対
象
住
宅

次
の
条
件
に
該
当
す
る
も
の

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
完
成
（
着
工

を
含
む
）
し
て
お
り
、
耐
震
診
断
を
受
診

し
て
い
る
木
造
住
宅

②
耐
震
診
断
の
評
点
が
0.7
未
満
の
木
造

住
宅

※
市
の
耐
震
診
断
事
業
以
外
で
診
断
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
額

補
助
額
は
、
国
・
県
・
市
の
補
助
金
を
合

算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

○
耐
震
補
強
工
事

工
事
費
の
２
／
３
（
最
高
60
万
円
）
＋
工

事
費
の
11.5
％
＋
30
万
円
（
新
制
度
）

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

工
事
費
の
１
／
３
（
最
高
20
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

募
集
は
、
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。（
平

成
23
年
12
月
末
頃
募
集
終
了
予
定
）

募
集
棟
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。そ

の
他
、
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
設

計
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
ご
相
談
を
承
り
ま

す
。

都
市
計
画
課　

44
・
０
３
０
５

FAX

44
・
５
２
６
２

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

と　

き　

10
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

19
時
開
演

と
こ
ろ　

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
ベ
イ
ホ
ー
ル
）

講　

師　

山や
ま

田だ

美み

智ち

子こ

さ
ん

　
　
　
（
㈱
ア
ク
ス
取
締
役
工
場
長
）

演　

題　

知
的
障
が
い
者
と
共
に
働
く

「
や
れ
ば
で
き
る
！
」
と
信
じ
続

け
て

講
師
紹
介

１
９
８
６
年
、
京
都
府
で
夫
と
共
に
、
廃

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
な
ど
を
主
要
業
務
と

す
る
会
社
を
設
立
し
、
取
締
役
工
場
長
に
就

任
す
る
。
当
時
、
民
間
企
業
で
は
あ
ま
り
例

が
な
か
っ
た
障
が
い
者
雇
用
に
設
立
当
初
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
持
つ
社
員
が
約
80
％
を
占
め
る
障
が
い

者
雇
用
実
践
企
業
と
な
る
。

現
場
の
指
導
者
と
し
て
悩
み
な
が
ら
乗
り

越
え
て
き
た
健
常
者
と
障
が
い
者
と
の
壁
、

体
当
た
り
で
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
社
員
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
障
が

い
者
雇
用
の
現
実
や
自
身
の
実
体
験
に
基
づ

く
具
体
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
豊
富
に
盛
り
込
ん

だ
講
演
で
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
推
進
課　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１

第
２
回
地
域
産
品
を
活
か
し
た

商
品
を
考
え
る
会
 in
志
摩
を

開
催
し
ま
す

食
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
お

よ
び
関
係
者
の
人
を
対
象
に
、
新
商
品
開
発

の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
会
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

10
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

市
商
工
会
館　

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

参
加
費　

無
料

主　

催　

県
工
業
研
究
所
、
志
摩
市
、
み
え

食
発･

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
、

（
財
）
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切　

10
月
11
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

商
工
課　

44･

０
２
９
０

FAX

44･

５
２
６
１

阿
児
ア
リ
ー
ナ

オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル

利
用
停
止
の
ご
案
内

阿
児
ア
リ
ー
ナ
耐
震
等
改
修
工
事
の
た
め
、

左
記
の
期
間
に
つ
い
て
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル

の
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

な
お
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ホ
ー
ル
以
外
の
部
屋

に
つ
い
て
は
、通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
停
止
期
間

平
成
23
年
11
月
８
日
～

平
成
24
年
３
月
末
［
予
定
］

工
事
中
の
安
全
確
保
の
た
め
、阿
児
ア
リ
ー

ナ
北
側
の
駐
車
場
周
辺
が
進
入
禁
止
と
な
り

ま
す
の
で
、
市
立
図
書
館
（
阿
児
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
に
お
越
し
の
際
は
、
阿
児
文
化
公

園
前
交
差
点
横
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

阿
児
ア
リ
ー
ナ　

43
・
７
０
０
０

市
民
課
窓
口
延
長
日

10
月
の
月
曜
日（
３
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
）

市
民
課
窓
口
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し
、

住
民
票
や
税
務
証
明
書
の
一
部
な
ど
各
種
証

明
書
の
発
行
業
務
を
行
い
ま
す
。

市
民
課　

44
・
０
２
１
０

FAX

44
・
５
２
６
０
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お知らせ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に

関
す
る
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
膨

大
な
量
の
損
壊
家
屋
な
ど
の
災
害
廃
棄
物
が

発
生
し
、
そ
の
適
正
・
迅
速
な
処
理
が
急
務

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
被
災
地
の
ご
み
処
理
施
設
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
被
災
自
治
体
の

み
で
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
す
。

災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
、
全
国
的
な
処
理

体
制
の
も
と
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
本
市

と
し
ま
し
て
も
、安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
、

可
能
な
限
り
被
災
地
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
の
要
請

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
お
い
て
、
国
や

被
災
自
治
体
な
ど
か
ら
具
体
的
な
受
け
入
れ

処
理
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
要
請
内
容

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
、
災
害
廃
棄
物
の

安
全
性
を
十
分
に
確
認
し
た
う
え
で
、
受
け

入
れ
処
理
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

慎
重
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ美

化
衛
生
課　

44
・
０
２
２
９

FAX

44
・
５
２
６
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
で
回
収
し
た

ご
み
、
火
災
ご
み
の
搬
入
お
よ
び
処
理

手
数
料
の
免
除
に
つ
い
て

市
内
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
公
有
地
を
清
掃
し
た
際
、
回
収
し
た
ご

み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
処
理
す
る
場

合
、
事
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
承

認
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
ご
み
処
理
手

数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
搬
入
お
よ
び
免
除
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
回
収
し
た
ご
み
を
清
掃
セ

ン
タ
ー
な
ど
へ
搬
入
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
作
業
場
所
の
あ
る
地
区
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
回
収
し
た
ご
み
は
、
作
業
実
施
団

体
な
ど
に
お
い
て
、
分
別
お
よ
び
運
搬
（
清

掃
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
）

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
内
に
お
い
て
、
火
災
に
よ
り
罹
災
し
た

一
般
住
宅
（
店
舗
、
倉
庫
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

の
事
業
用
建
築
物
を
除
く
）
を
除
去
し
た
際

に
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物
を
市
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
処
理
す
る
場
合
、
事
前
に
申
請

し
て
い
た
だ
き
、
市
の
承
認
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
で
ご
み
処
理
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
搬
入
お
よ
び
免
除
に
は
、
処
理

の
可
能
な
大
き
さ
に
し
て
い
た
だ
く
な
ど
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
災
に
よ
り
罹
災
し

た
ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
搬
入
さ
れ

る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
罹
災
物
件
の
あ
る

地
区
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

美
化
衛
生
課	

44
・
０
２
２
９

	

FAX

44
・
５
２
６
１

Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
ま
じ
ま

	

53
・
１
４
１
０

	

FAX

53
・
１
４
１
０

大
王
清
掃
セ
ン
タ
ー	

72
・
３
７
１
８

	

FAX

72
・
３
７
１
８

志
摩
清
掃
セ
ン
タ
ー	

85
・
０
９
８
３

	

FAX

84
・
０
０
８
８

阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー	

43
・
３
７
１
４

	

FAX

43
・
７
３
９
９

磯
部
清
掃
セ
ン
タ
ー	

55
・
１
１
６
７

	

FAX

55
・
１
１
６
７

浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
洗
濯
、
風

呂
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
、
微
生
物
の
働
き
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
で

回
収
し
た
ご
み
に
つ
い
て

火
災
ご
み
に
つ
い
て

利
用
し
て
き
れ
い
に
す
る
施
設
で
す
。
微
生

物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維

持
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
、「
保
守
点

検
」「
清
掃
」「
法
定
検
査
」
を
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

市
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
維
持

管
理
さ
れ
た
浄
化
槽
で
使
っ
た
水
を
き
れ
い

に
し
て
か
ら
川
や
海
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

法
定
検
査
の
申
込
は
三
重
県
水
質
保
全
協

会
（

０
５
９
・
２
２
６
・
０
０
１
０
）

ま
で
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課　

44
・
０
２
２
８
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市営住宅募集

住宅営繕課　　　 ４４・０３０６
FAX４４・５２６２

１．申込期間
10月４日（火）～10月17日（月）　８時 30 分～ 17 時 15 分（土・日・祝日の受付はありません）

２．募集戸数
（１）市営住宅　９団地、14 戸募集します。

団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空　
　

家

汐見成3団地74号 簡二 ２ＤＫ 昭和50年 １ 浜島町浜島
汐見成4団地77号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 １ 浜島町浜島
丸田団地8205号 簡二 ２ＤＫ 昭和56年 １ 大王町波切
金剛院前住宅8号 耐二 ３Ｋ 昭和61年 1 志摩町片田

畑野住宅１号・４号 耐二 ３Ｋ 昭和61年 ２ 志摩町布施田
笹山新設住宅
７号・14号 耐二 ３ＤＫ 昭和54年 ２ 志摩町和具

細田住宅２号 耐二 ３ＬＤＫ 平成８年 １ 志摩町越賀
上之郷住宅K３－１号 簡二 ３ＤＫ 昭和52年 １ 磯部町上之郷

新迫間住宅A棟
３号・５号・６号 簡二 ３Ｋ 昭和56年 ４ 磯部町迫間

新迫間住宅B棟６号
※簡二…簡易耐火２階建（プレキャストコンクリート造）　耐二…耐火２階建（鉄筋コンクリート造）
※市営住宅は、駐車場がありません（細田住宅・上之郷住宅・新迫間住宅を除く）

（２）特定公共賃貸住宅　１団地、２戸募集します。※家賃月額　45,000 円（駐車場１台あり）
団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空
家

ベイサイド大方団地
あじさい棟103号・204号 中耐三 ３ＬＤＫ 平成10年 ２ 浜島町浜島

※　中耐三…中層耐火３階建

３．申込場所　市役所３階　建設部　住宅営繕課
４．申込方法

申込書は住宅営繕課または各支所にあります。募集要項をよく読み、必要書類を添えて、提出
してください。なお、申込書には必ず希望する団地名と号室を記入してください。

市営住宅入居者募集

広
報
用
イ
ラ
ス
ト
募
集
に
つ
い
て

「
広
報
し
ま
８
月
号
」
で
募
集
し
ま
し
た
広

報
用
イ
ラ
ス
ト
に
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か

ら
計
64
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
募
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
広

報
し
ま
で
活
用
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
テ
ー
マ

市
の
特
色
を
表
し
た
イ
ラ
ス
ト
や
、
防
災
、

里
海
、
観
光
、
子
育
て
、
志
摩
に
関
す
る

イ
ラ
ス
ト

そ
の
他
、
募
集
に
関
し
て
は
「
広
報
し
ま

８
月
号
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室　

44
・
０
２
０
０

FAX

44
・
５
２
５
２

E-mail

shichokoshitsu@
city.shim

a.lg.jp

▲広報用イラスト応募作品「志摩の特産物」
　森

も り

田
た

芽
め

衣
い

さん（志摩町 小５）
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第６回楽しく学ぼう！交通安全学習
フェスタ開催

今年も楽しく学べる交通安全フェ
スタを開催します。入場は無料です。

当日はセンターを特別に開放し
て、自転車教室・自動車の急制動体
験等を行います。
と　き　10月29日（土）
　　　　９時〜13時
ところ　県交通安全研修センター
　　　　（県運転免許センター内）

津市垂水2566
問い合わせ
指定管理者：（財）県交通安全協会
県交通安全研修センター
～セーフティプラザみえ～
〒514－8518 津市垂水2566

（059）244・7721
HP http://www.safetyplaza-mie.com/

子どもにかかわる大人のための
「子育てたすけあい応用講座」を
開催します！

「感じてみよう！自分の中の生きる力」
☆周りの人の生きる姿を見て、子ど

もは育ちます。かかわる私たちが
生きる力をつけるために必要なこ
とって・・・？お話とワークを通
して、体感してみましょう。

と　き　11月12日（土） 10時～12時
ところ　大王公民館（大王町波切）
講　師　三重みなみ子どもネットワーク
　　　　理事長　秋

あ き

山
や ま

　則
の り

子
こ

さん
　　　　しま子育て応援団
　　　　自己尊重ワーク
　　　　ファシリテーターの皆さん
申込締切　10月31日（月）
※託児あります。お早めにご相談く

ださい。
申込先　市ファミリー ･ サポート･
センター　 FAX 44・0892
E-mail shima-family@s1.city.shima.mie.jp

三重大学・志摩市
文化フォーラム２０１１
～大震災から学ぶこと～　全３回

と　き　各回とも　19時～ 21時
ところ　阿児アリーナ　ベイホール
内　容　メインテーマを「大震災から
学ぶこと」として、三重大学の専門家
が様々な角度からお話しいたします。
①11月16日（水）

『地震と津波　～東南海地震に向け
て取り組むべきこと～』
②11月30日（水）

『ストレスとうつ　～生活環境の変
化が与える影響とは～』
③12月14日（水）

『危険な放射線と使える放射線
～身近にある放射線を知ろう～』

※どなたでも参加できます。
　（事前申込不要・参加費無料）
問い合わせ　企画政策課

44・0205　FAX 44・5252

HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ！ お知らせ

 

～みんなで体操１
ワン　ツー　スリー

・２・３～
と　き：10月22日（土）
　　　　13時～（受付12時40分～）
ところ：阿児アリーナ　※参加費無料

13時～14時（オーシャンホール）

◎ワクワクウォーキング＆エクササイズ
　楽しくからだを動かすコツを伝授 !!

　講師　菅
すが

野
の

谷
や

　匡
まさ

代
よ

 さん
【持ち物】体育館シューズ

◎ 親子でふれあい体操 1･2･3
（ベイホール）

①13時～13時30分
＜対象＞ひとりで歩ける子～未就学児とその保護者
②13時30分～14時
＜対象＞小学生とその保護者

講師：スポーツマックス　田
た

中
なか

　亮
りょう

 さん

◎お知らせブース健康体操ふれあい志摩実行委員会（志摩市役所　健康推進課）
託児申し込み・問い合わせ先： 44・1100　　FAX 44・1102

◎託児あり　・定員15人・未就学児（先着・要予約）

14時05分～14時50分
（オーシャンホール）

◎志摩♥ゆめぴー体操教
おし

え隊
たい

!!
　志摩市行政チャンネルで話題！！
　あの「志摩♥ゆめぴー体操」をレクチャーします！
　さぁ、みんなで　ワン・ツー・スリー！

【持ち物】体育館シューズ

14時55分～16時10分
（オーシャンホール）

◎はつらつ☆オンステージ
◦市内で活動する運動自主グループが日頃の

成果を発揮！
◦大きいボール・小さいボール・ダンベル…

道具を使わない体操もあり！
◦あなたにぴったりの体操が見つかるかも！？

【持ち物】体育館シューズ
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日本語教室生徒募集

国際交流協会では、市内にお住ま
いの外国の人を対象に、日本語を学
ぶための『しま日本語教室』の生徒
を募集しています。身近に日本語を
学びたい外国の人がみえましたらご
紹介ください。
と　き　毎週金曜日（休みの場合あり）

　　　19時～ 20時30分
ところ　鵜方公民館
料　金　１回　100円
問い合わせ

市国際交流協会　 43・6117

市観光ガイド養成のための勉強会
「磯部」５回シリーズ

と き　第１回　10月16日（日）
　　　　第２回　10月30日（日）
　　　　第３回　11月20日（日）
　　　　第４回　11月27日（日）
　　　　第５回　12月11日（日）
　各回10時～12時
ところ　磯部生涯学習センター
参加資格
◦磯部のことをもっと知りたい人
◦案内（ガイド）をする意思または

希望を持っている人
◦全回参加が可能な人
参加料　1,500円
申込締切　10月13日（木）
申込・問い合わせ　市観光協会

46・1112　FAX43・8321
E-mail info@kanko-shima.com
　（※件名　観光ガイド）

ごみ収集カレンダーに
広告を載せませんか？

市の印刷物に広告を掲載する広告
主を募集します。
募集する印刷物
ごみ収集カレンダー（24年度版）
発行部数　22,900部

広告掲載料金　１枠　60,000円
　　　　　　　（複数枠の希望可）
募集枠数　３枠
申込方法
申込書に広告の概要を添えて総務課
に提出してください。
申込期限　11月１日（火）17時必着
決定方法
市広告掲載要綱・市広告掲載基準に
基づき審査し、決定します。（枠数
以上の申込みがあった場合は抽選）
問い合わせ　総務課

44・0201　FAX 44・5252

市の封筒に広告を載せませんか？

市の印刷物に広告を掲載する広告
主を募集します。
募集する印刷物
◦共通封筒（長形３号・角形２号）

印刷枚数
長形３号　120,000枚
角形２号　 48,000枚

●広告の方法
Ａ「提供」広告付の封筒を作成し
提供する。（すべての枠を使用可）
Ｂ「掲載」一枠あたりの広告料を
支払い、広告を掲載する（複数枠
の希望可）。
長形３号　 60,000円
角形２号　120,000円

ＡＢの両方に申し込みがあった場
合はＡを優先します。

申込方法
申込書に広告の概要を添えて総務課
に提出してください。
申込期限　10月31日（月）17時必着
決定方法
市広告掲載要綱・市広告掲載基準に
基づき審査し、決定します（枠数以
上の申込みがあった場合は抽選）。
問い合わせ　総務課

44・0201　FAX 44・5252

募集
♪

　見て！みて！志摩の国チャンネル ☆
今月のケーブルＴＶ行政チャンネルの番組をお知らせします。
内容、時間などは予告なく変更することがあります。
ケーブルＴＶ　デジタル１２３ｃｈ / アナログ６ｃｈ

10月１日～15日 10月16日～31日 番組紹介

毎　

時

00
10
15
30
40
45

志摩の国 10 00
5
15
30
35
45

志摩の国 5 志摩の国 5・10
行政情報を動画でお
知らせします。
志摩の国かわら版
行政情報を文字とナ
レーションでお知ら
せします。内容は随
時更新されています。

お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版
志摩の国 10（再） 志摩の国 5（再）
お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版

① ② ③

お菓子だと思って食べたら…

本物そっくりのせっけんなどに注意！
【事例】結婚式の引出物にもらったお菓子を食べたら、おかしな味がした。

よく見ると、本物の和菓子そっくりに作られたせっけんだった。
　ほかにも、粉末ジュースだと思って溶かして飲んだら入浴剤だった、お茶
だと思って飲んだらボディソープだったなどの事例があります。このような
誤飲・誤食事故は子どもではなく、実は経験豊富な高齢者に多いのです。パッ
ケージに「果汁配合」などと書かれていると、これはジュースだ、などと思
い込みやすいのです。ほとんどの場合もらい物で事故が起こるため、贈る側
にも配慮が必要です。

・包装などをよく見て食べ物か
どうかを判断する。

・贈り物をするときは、相手の
年齢などを考慮して選ぶよう
にする。

消費生活に関する相談は…
商工課　 44・0290

①

②

③

長形３号裏

①

②

③

④

角形２号裏

志摩市阿児町鵜方9-44　☎43・5911（代）
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市こころの相談

こころの病やこころの健康づくり
に関して、保健師による面接相談を
行っています。
と　き　10月25日（火）
　　　　９時～ 12時、13時～ 16時
※要予約（前日正午まで）
ところ　総合保健センター
申し込み・問い合わせ
総合保健センター　 44・1100
磯部・大王保健センターでも随時相
談を受け付けています。
磯部 55・4011　大王 72・5963

こころの健康相談

専門医や保健師によるこころの健
康相談を受け付けています。
と　き　10月27日（木）
　　　　13時～ 15時※要予約
ところ　県伊勢庁舎
　　　　（ヘルスサポート室）
問い合わせ　伊勢保健福祉事務所
　　　　　　 （0596）27・5148
　　　　　　FAX（0596）27・5253

特設人権相談

近隣とのトラブルや、家庭内（夫
婦、親子など）の問題、相続、いじ
めや体罰、職場でのセクハラなどで
お悩みの人は、お気軽にご相談くだ
さい。秘密は守られます。
と　き　10月20日（木）13時～ 15時
ところ　志摩文化会館　研修室
※12月に阿児町で開設を予定してい

ます。
問い合わせ
津地方法務局伊勢支局

（0596）28･6158　FAX（0596）28・6159
人権啓発推進課

44・0227　FAX 44・5261

年金事務相談

と　き　10月12日（水）
　　　　10時～ 12時・13時～ 15時
ところ　市商工会館
持ち物　①年金手帳・基礎年金番号
通知書②職歴書③以前に年金加入期
間を調べたことがあればその回答④
年金受給者の人は年金証書または年
金額改定通知書など⑤印鑑
※配偶者がいる場合、①～④は配偶

者の分もご持参ください。
※代理人が相談するときは、委任状

が必要です。
問い合わせ　伊勢年金事務所

（0596）27・3601
FAX（0596）28・4311

司法書士による無料登記相談会

と　き　10月14日（金）・28日（金）
　　　　両日とも13時～ 16時
ところ　市商工会館
※次回は11月11日（金）・25日（金）

開催予定です。
問い合わせ　津地方法務局総務課

（059）228・4191

公証相談

公証人が、相続・遺言、任意後見、
離婚給付・各種契約などの公正証書
作成その他について相談に応じます。
と　き　　10月20日（木）

　　　　14時～ 16時
　　　　※要予約（前日まで）

ところ　　市役所２階　会議室
申込・問い合わせ　
ふくし総合支援室

44・0280　FAX 44・5260

行政相談

※すべて相談は無料・秘密厳守です。
総務省では、行政相談制度の利用

を促進するため、10月17日から23日
までの１週間を「行政相談週間」と
定め、相談を重点的に実施します。

この週間にちなみ、市では行政相
談所を次のとおり開設します。

また、総務省の三重行政評価事務
所・行政相談課（苦情相談110番）
では、毎日相談を受け付けています
ので、ご利用ください。

0570・090110
とき・ところ

10月17日（月）
13時30分～ 16時

市役所浜島支所４階
会議室

10月18日（火）
13時～ 16時

志摩文化会館２階
研修室

10月19日（水）
13時～ 15時

大王公民館２階
小会議室

10月25日（火）
13時～ 16時

磯部健康福祉センター
かがやき

10月26日（水）
13時～ 16時

市役所本庁２階
203会議室

問い合わせ　総務課
44･0201　FAX 44･5252

調停相談会

と　き　11月２日（火）
　　　　受付　10時～ 16時
ところ　伊勢商工会議所
　　　　４階中ホール
相談内容
（民事）金銭、商事、土地建物、相
隣、農事、交通、公害、その他
（家事）夫婦、親子、扶養、相続、
財産分与、慰謝料、その他（成年後
見・財産管理）
問い合わせ　伊勢調停会　津地方・
家庭裁判所伊勢支部

（0596）28・3135

HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ？ 相談

伊勢志摩リハ祭開催

伊勢市御薗町高向1658　Email:iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

今年も伊勢志摩リハビリテーション専門学校にて
学校祭を開催致します。

今年は、フリマやストラックアウトなどのイベントをご用意！

数量限定ちゃんこ鍋無料配布（11：00～)
10月29日(土) 10：00～

お問い合わせは→0596-24-2540

学校法人協栄学園 伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科 昼間部4年制



この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。
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地区別　浜島町5,123人（－15）　大王町7,462人（－15）　志摩町12,631人（－7）　阿児町22,987人（9）　磯部町8,575人（4）

事故数/160件（－９）　うち人身事故20件（８件）　物件140件（－17件）　死者数/０人　傷者数/32人（10）

件数／6件（0）	 救　急　出動件数／311件（44）　　広域管内（南勢分署含）
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FAX

E-mail

HP
広報しまへのご感想・ご意見
をお寄せください。

（　）内の数字は
前年との比較です。

（　）内の数字は
前月との比較です。
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全　域　総数56,778人（－24）　男26,692人（－2）　女30,086人（－26）　世帯数22,793世帯（16）

岬
み さ き や ま

山（志摩町御座）

岬山は志摩町の最西端に位置し、海上から眺めると常緑樹が黒く見えると
ころから別名「黒森（くろもり）」と呼ばれています。御座白浜と日和浜(に
わのはま)に挟まれた位置にあり、標高は97メートル、頂上から少し先に「御
座埼灯台」があります。この灯台は、白亜の円形で、高さは地上から14メー
トル余りで昭和46年3月に初点灯しました。

岬山は海面に近い部分は灌木が多く茂っていますが、頂上部はスダジイ、ツブラジイ、ウバメガシな
どの堂々とした喬

きょ

木
ぼく

が多く見受けられますが、それらの木のアレロパシー（注）のせいか、鬱
うっ

蒼
そう

という
感じではありません。灯台の付近でも20年ほど前は、海はほとんど見えなかったのに対し、木々が生
長し、伐採作業が行われたのか、今はかなり開けていて対岸の南伊勢町の山々や海を望むことができま
す。

御座埼灯台に行くには御座白浜の堤防沿いを南に進み、別荘地内から行くことができます。9月上旬
の夕刻に、久しぶりに訪れましたが、途中は草が茂っていて判りにくくなっています。別荘地内の舗装
道路からは山道が続いています。まず、最初に108段の階段がありますが、ゆったりした階段ですので
非常に歩きやすい道です。途中は、クモの巣と格闘しながら、また、小型のヒトスジシマカの大群に囲
まれながらの取材です。そしてイノシシが道を掘り返しているのか、耕運機で畑を耕したかのようなフ
カフカの道が灯台まで続いていました。この場所は訪れる人がほとんどありません。行く場合は必ず道
を知っている人とグループで行くようにしてください。

�

注）アレロパシー：ある植物が他の植物の生長を抑える物質（アレロケミカル）を放出したり、あるいは動物や微生物
を防いだり、あるいは引き寄せたりする効果の総称のことをいいます。


